
聖マリアンナ医科大学病院　
患者さんの紹介について

　聖マリアンナ医科大学小児科学教室では、小児疾
患全般に対応し、特に血液疾患、腫瘍、神経筋疾
患、周産期医療などにおいて高い専門性を発揮して
います。てんかんセンターや小児集中治療室を通じ
て最先端医療を提供し、地域の医療機関との連携を
重視しています。地域からご紹介いただいた患者さ
まの迅速な受け入れと経過共有を行い、医療の質向
上に努めています。また、教室内外の協力体制を活
かしながら、小児医療の未来を見据えた研究や教育
にも取り組んでいます。地域全体で子どもたちの健
康と福祉を支えるため、医療機関の皆さまとともに
歩んでいくことを目指しています。

　聖マリアンナ医科大学小児科学教室は、多様な小児疾患に対応する高度
な医療を提供しています。小児腫瘍分野では専門医が増員され、今後も診
療体制が拡大予定です。小児気道外来では、小児外科や耳鼻咽喉科に加
え、小児呼吸器専門医が新たに着任し、吸気性喘鳴や上気道閉塞、小児
OSAS、睡眠障害などの幅広い診療を行っています。小児消化器・肝臓・代
謝分野では、IBDや血便、肝機能異常、低血糖、高アンモニア血症などを専
門的に診療。小児循環器分野では、国内外で経験を積んだ医師陣と連携
し、先天性心疾患や術前・術後管理を強力にサポートします。また、緊急
搬送やPICU・NICUのバックアップ体制を整え、重症例にも迅速かつ的確に
対応しています。これらを基に、地域医療機関との連携を重視し、子ども
たちの健康と未来を支えています。

小児科

紹介受付時間：平日８：３０～１５：００
　　　　　　　土曜８：３０～１１：００

044－977－8111（代表）

お問い合わせ先：メディカルサポートセンター

044－975－0608

診療科紹介 HP

診療部長

清水 直樹 （主任教授）

患者さんのご紹介について

医療機関からのWEB予約サイトはこちら

ご挨拶

診療科の特色



〇主に対応可能な疾患および症状

疾患：先天性代謝疾患、肝臓疾患など

症状：血便、長引く腹部症状、肝機能異常、原因不明の低血糖など

①小児消化器外来の開設

本学小児科では、近年増加する炎症性腸疾患を専門とする小児科医師
と成人領域の消化器内科医師と連携する小児消化器外来を開設して対
応しております。上部、下部内視鏡検査を安全に実施し病状を適切に
評価し治療を行っています。下記症状のある患者さんがおりました
ら、是非ご紹介ください。

③2025年4月より、専門医が着任いたします

小児外科・耳鼻咽喉科と小児科と連携して｢小児気道疾患｣の評価と対
応をしています。吸気性喘鳴・上気道閉塞（繰り返すクループ、喉頭
軟化症疑い）、アデノイド・扁桃腺の手術適応、睡眠障害など広くご相
談ください。

②小児心臓血管外科医の着任と専門的な支援体制の強化

小児循環器領域では、国立循環器病研究センターおよび榊原記念病院
を歴任した医師が小児心臓血管外科主任教授として着任しました。海
外留学経験豊富な複数の医師で構成されている小児集中治療室と新生
児集中治療室による高度で強力な術前術後の支援に上げています。

その他、近隣施設、他県からの重症症例についても
緊急自動車、ドクターヘリ搬送を含め全県的に対応
する事としています。

2025年4月から… 小児科学教室にも小児呼吸器専門医

小児悪性腫瘍領域でも専門医師

原因不明の腫瘤、不明熱など対応致します。

が増えます。

→

が着任します。


